
平成２５年度 さいたま市市民後見人養成研修専門課程 開催要綱

判断能力が十分でない方の生活を身近な地域住民が支援し、成年後見活動を行っていく市民後

見人の養成研修の３つのステージ（初級、中級、専門課程）のうち、今回は、専門課程として、

中級課程の受講を修了し、成年後見人としての意欲と能力が高く、権利擁護に見識がある方を対

象に、成年後見制度に関する専門的な知識と成年後見業務を行うにあたり必要とされる実務と倫

理を習得してもらうことを目的に開催する。 

【主  催】 社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会（さいたま市委託事業） 

【日  程】 平成２５年５月３０日（木） １０：１５～１６：００ 

平成２５年６月１６日（木） １０：００～１４：３０ 

平成２５年７月１７日（水） １０：００～１５：００ 

平成２５年７月２４日（水） １０：００～１６：１５ 

平成２５年７月３１日（水） １０：００～１５：４５ 

       平成２５年８月１７日（水） １０：００～１６：４０ 

       ※平成２５年６月中旬～７月中旬 体験実習 ２日間 

（施設実習・日常生活自立支援事業支援同行 各１日） 

【研修時間】 ３４.５時間（体験実習２日間含む） 

※別添カリキュラムのとおり 

（厚生労働省「市民後見人養成研修」カリキュラムに準拠） 

【定  員】 ３０名程度 

【受 講 料】 無料（研修で使用するテキスト代は別途実費負担） 

【場  所】 浦和ふれあい館 ２階 第１会議室 

（住所：さいたま市浦和区常盤９－３０－２２） 

【申込方法】 別添「平成２５年度さいたま市市民後見人養成研修専門課程【募集要項】」の記

載事項に同意のうえ、さいたま市市民後見人養成研修（専門課程）受講申込書、

課題レポート、返信用封筒を「さいたま市社会福祉協議会高齢・障害者権利擁護

センター」宛に送付 

【募集方法】 中級課程のオリエンテーションで「平成２５年度さいたま市市民後見人養成研修 

専門課程【募集要項】」を配付 

【選考方法】 課題レポートの内容を総合的に判断し、受講者を決定 

【問合せ先】 社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会 高齢・障害者権利擁護センター 

さいたま市浦和区常盤９－３０－２２ 浦和ふれあい館 

電話：０４８－８３５－５２８１  FAX：０４８－８３５－５２８２ 



さいたま市市民後見人養成研修（初級課程）開催要綱 

１ 目的    判断能力が十分でない方の生活を身近な市民が支援し、成年後見活動を行って

いく市民後見人候補者の養成研修を３ステージ制（初級、中級、専門課程）によ

り実施します。初級課程は、広く市民に呼び掛け、成年後見制度についての理解

と基本的な知識を得ていただくことを目的に開催します。 

２ 主催   社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会 高齢・障害者権利擁護センター 

３ 日時   平成２５年１１月１７日（日） １４：００～１６：３０ 

４ 会場   浦和ふれあい館 第１会議室（２階） 

        さいたま市浦和区常盤９－３０－２２（北浦和駅徒歩５分） 

５ 受講対象 市内在住の方 

６ 定員   １２０名 ※申込多数の場合は抽選 

７ 受講料  無料 

８ 講師   社会福祉法人品川区社会福祉協議会 品川成年後見センター 

        所長 齋藤 修一 氏 

９ 内容   ○成年後見制度の概要と市民後見人の果たすべき役割 

       ○オリエンテーション（養成研修中級課程の内容等） 

10 申込方法 １０月２１日（月）までに往復はがきによる申込 

11 申込・問合せ先 

       さいたま市社会福祉協議会 高齢・障害者権利擁護センター 

        〒３３０－００６１ 

        さいたま市浦和区常盤９－３０－２２ 浦和ふれあい館 

        電話 ０４８－８３５－５２８１ 



平成２５年度 さいたま市市民後見人養成研修中級課程 開催要綱 

判断能力が十分でない方の生活を身近な地域住民が支援し、成年後見活動を行っていく 市民

後見人の養成研修の３つのステージ（初級、中級、専門課程）のうち、今回は、中級課程として、

初級課程を受講し、成年後見人等候補者になることを希望している方に、成年後見人としての具

体的役割について基本的な知識を得てもらうことを目的に開催する。 

【主  催】社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会（さいたま市委託事業） 

【日  程】平成２６年１月２２日（水） １０：００～１４：３０ 

平成２６年１月２４日（金）  ９：００～１６：１５ 

平成２６年１月３０日（木） １０：３０～１６：００ 

平成２６年２月１３日（木） １０：００～１６：１５ 

平成２６年２月１７日（月）  ９：３０～１４：３０ 

平成２６年２月２７日（木） １０：００～１４：００ 

平成２６年３月 ５日（水） １０：３０～１４：４５ 

【研修時間】２８時間 

【定  員】５０名程度 

【受 講 料】無料（研修で使用するテキスト代は別途実費負担） 

【場  所】浦和ふれあい館 ２階 第１会議室 

（住所：さいたま市浦和区常盤９－３０－２２） 

【申込方法】別添「平成２５年度さいたま市市民後見人養成研修中級課程【募集要項】」の記載

事項に同意のうえ、さいたま市市民後見人養成研修（中級課程）受講申込書と返

信用封筒を「さいたま市社会福祉協議会 高齢・障害者権利擁護センター」宛に

送付 

【募集方法】平成２５年１１月１７日（日）開催の初級課程オリエンテーションで「平成   ２

５年度さいたま市市民後見人養成研修中級課程【募集要項】」を配付 

【選考方法】書類選考のうえ、受講者を決定 

【問合せ先】社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会 高齢・障害者権利擁護センター 

さいたま市浦和区常盤９－３０－２２ 浦和ふれあい館 

電話：０４８－８３５－５２８１  FAX：０４８－８３５－５２８２ 



受講生募集 

さいたま市市民後見人 

   養成研修（初級課程） 

日  時  平成２５年１１月１７日（日） 午後２時～４時３０分 

会  場  浦和ふれあい館 ２階 第１会議室（地図・住所裏面） 

受講対象  さいたま市在住の方 

定  員  １２０名（申込多数の場合は抽選） 

受 講 料  無料 

内  容  ・成年後見制度の概要と市民後見人の果たすべき役割 

          講師：社会福祉法人品川区社会福祉協議会 

                    品川成年後見センター 

              所長 齋藤 修一 氏 

       ・オリエンテーション（養成研修中級課程の内容等） 

申込方法  １０月２１日（月）までに往復はがきにてお申込ください。 

※往復はがきの往信面裏面に①氏名、②住所、③電話番号を 

返信用表面に①氏名、②住所をご記入ください

          ※車いす利用の方、手話通訳等が必要な方はお申し出ください 

申  込・ 
問合せ先  さいたま市社会福祉協議会 高齢・障害者権利擁護センター 

                             （後見人研修宛） 
        〒330-0061 

さいたま市浦和区常盤9丁目30番 22号 浦和ふれあい館 
             電 話 ０４８－８３５－５２８１ 

 FAX ０４８－８３５－５２８２ 

 判断能力が十分でない方の生活を身近な市民が支援し、成年後見活動 

を行っていく市民後見人候補者の養成研修を３つのステージ（初級、中 

級、専門課程）に分けて実施します。今回は初級課程として、成年後見 

についての理解と基本的な知識を得ていただくことを目的に開催します。 



中級・専門課程の開催について

「市民後見人養成研修」は、３つのステージ（初級、中級、専門課程）に分けて

実施しますが、中級、専門課程は、次のように開催します。 

研修を受講した後に、すべての方が市民後見人として活動できるとは限りません。 

また、この研修により、何らかの資格が得られるわけではありませんので、ご注意くださ

い。 

市民後見人候補者登録について 

市民後見人候補者登録 
 専門課程を修了した方には、書面で意思確認を行い、選考のうえ、市民後見人候補者と

して本会に登録することができます。（70歳未満・さいたま市在住等の要件有り） 

市民後見人候補者 
   登録した方への支援について 

市民後見人候補者登録した方への支援 
 定期的な研修会や実習等の機会を通じ、市民後見人候補者をサポートします。 

交通案内 

ＪＲ京浜東北線 

 「北浦和駅」西口より徒歩５分

駐車スペースがありませんので、公共交通機関を 
ご利用ください。 

中級課程 
 初級課程を受講した方のうち、成年後見人等候補者になることを希望し、成年後見

人としての具体的役割について基本的な知識を得ていただくことを目的に実施しま

す。 

       ○実施時期 平成２６年１月～２月（平日開催） 

       ○定員   ５０名（選考のうえ、受講者を決定）

専門課程 
 中級課程を受講した方のうち、成年後見人として活動したいという意欲の高い方に

成年後見制度に関する専門的な知識と成年後見業務を行うにあたり必要とされる実

務と倫理を習得していただくことを目的に実施します。 

       ○実施時期 平成２６年５月～８月（平日開催） 

       ○定員   ３０名（選考のうえ、受講者を決定） 

       ○その他  専門課程を修了した方には、修了証明書を発行



月日 時間 研修テーマ 科目 主たる学習内容 学習の意図・目的 講師

14:00～14:10 開講式

14:10～15:40

成年後見制度と市民
後見人の基礎

成年後見制度の概要と市民後見
人の果たす役割

①成年後見制度の概要
・制度の目的
・対象者について
・各類型の違い
・制度の現状と課題
②市民後見人の果たす役割
・市民後見が生まれてきた背景
・市民後見人の職務と役割

成年後見制度の概要と市
民後見人の果たす役割に
ついて理解する。

品川区社会福祉協議会
　品川成年後見センター
　所長　齋藤　修一

15:50～16:30 オリエンテーション

1 11月17日（日）

平成２５年度　さいたま市市民後見人養成研修（初級課程）カリキュラム



月日 時間 研修テーマ 科目 主たる学習内容 学習の意図・目的 講師

10:00～10:30 開講式

10:30～12:00

成年後見制度概論 ①成年後見制度化の趣旨と背景
②成年後見制度の目的・基本理念
③制度活用の必要性、今後の課題

成年後見制度が生まれた背
景・趣旨及びその理念を理解
する。

司法書士

成年後見制度各論Ⅰ
法定後見制度

①後見・保佐・補助、各類型の違い
②対象者について
③申立権者について
④代理権、取消権
　・代理の範囲　・取消の範囲　・活用方法
⑤同意権
⑥財産管理
　・財産管理に関する事務
⑦身上監護
　・身上監護に関する事務
⑧専門職後見人の役割・職務
⑨後見報酬

市民後見人としての活動に
際し必要になる、法定後見制
度についての制度的理解を
得る。

成年後見制度各論Ⅱ
任意後見制度

①制度の概要
②任意後見契約の締結
③任意後見契約の開始
④老後の生活設計としての活用法

市民後見人としての活動に
際し必要になる、任意後見制
度についての制度的理解を
得る。

家族法 ①家族法の基礎知識
　・親族、婚姻、離婚、扶養、未成年後見
②支援のための契約・遺言・相続等に関する基
本的理解。成年後見制度との関係
③公正証書遺言
　・公証人の業務と後見人が揃えるべき書類

市民後見人としての活動に
際し必要となる、家族法の基
礎的素養にふれる。

財産法 ①財産法の基礎知識
②法律行為の概要
③時効・物権・債権

市民後見人としての活動に
際し必要となる、家族法の基
礎的素養にふれる。

13:00～14:30

障害者施策
／障害者虐待防止法

①障害者制度の概要
②障害者自立支援法について
③障害者に関する法律
　・障害者基本法　・身体障害者福祉法
　・知的障害者福祉法　・精神保健福祉法

【障害者虐待防止法】
①障害者虐待防止法の理解と対応

①後見業務のうえで関係して
くる障害者施策について、そ
の理念や現状といった概要
を、成年後見制度との関わり
のなかで理解する。
②障害者虐待の実態と問題
意識を学びとる。

さいたま市担当課職員

14:45～16:15

成年後見を取りまく関係諸制度の
基礎
／生活保護制度

【生活保護制度】
①生活保護制度の概要
②生活保護の現状
③生活保護の申請

後見業務のうえで関係してく
る諸制度について、その理念
や現状といった概要を、成年
後見制度との関わりのなかで
理解する。

さいたま市担当課職員

10:30～12:00

関係制度・法律 介護保険制度 ①介護保険制度の概要
②介護保険の施設・居住系サービス
③介護保険ｻｰﾋﾞｽと後見実務の関係、その実
際

介護保険制度の理念やサー
ビスの概要等を、成年後見制
度との関わりのなかで理解す
る。

さいたま市担当課職員

13:00～16:00

市民後見概論　 市民後見概論 ①市民後見が生まれてきた背景
②市民後見人への期待
③後見人としての社会規範・倫理性
　・尊厳の保持
　・本人支援の視点
④後見人の職務と役割
　・財産管理：具体的業務と求められる役割
　・身上監護：具体的業務と求められる役割
⑤支援の実際／後見業務の代表的諸課題
　・医療同意　・死後事務
　・身元保証人との違い
⑥親族後見について
　・家族の役割と後見人のスタンス
⑦金融機関との関係
⑧法人後見と個人後見
　・法人後見型の基本的考え方
　・個人後見型の基本的考え方
　・それぞれの場合のリスクマネジメント
⑨後見手法
　・複数後見等の多様な後見手法
⑩地域支援の仕組みをどうつくるか

①市民後見人としての社会
規範・倫理性を深く理解す
る。

②市民後見人としての具体
的職務とその役割、翻って市
民後見人としては行わないこ
とを深く理解する。

③市民後見人としての活動
に際し直面することになる課
題についてふれる。

④親族後見についての知見
を得る。

司法書士

10:00～12:00

後見活動の実際 現役後見人による実践報告 ①後見業務の実践事例報告
　・後見人として行っている支援、後見業務
  ・本人の生活状況　・課題と感じていること
②参加者との質疑応答（疑問や不安に答える）

現役後見人から直接、実際
に行っている支援や直面する
課題を聞くことで、より実践に
向けた市民後見人としての素
養を養い、動機を高める。

社会福祉士

13:00～14:30

成年後見を取りまく関係諸制度の
基礎
／健康保険制度・年金制度

【健康保険制度】
①健康保険制度、後期高齢者医療制度の概要
　・健康保険の種類　・対象要件　・医療扶助

【年金制度】
①年金制度の概要
　・年金の種類　・受給要件
②国民年金法
　・障害基礎年金

後見業務のうえで関係してく
る諸制度について、その理念
や現状といった概要を、成年
後見制度との関わりのなかで
理解する。

社会保険労務士

14:45～16:15

税務申告制度　等 ①税制の概要
②所得税申告について
③確定申告について
④贈与税について

税制改革との関係で、どうい
う留意が必要なのかを理解
する。

税理士

高齢者の理解 【高齢者の理解】
①「老いる」とは
②老化はなぜ起こるのか
③心身・知覚機能への変化
④生活機能とは何か
⑤多く見られる疾患と障害

医師対象者理解 認知症に関する医学的知
識、接するうえでの心構えを
学ぶ。

そのうえで、これから支援を
必要とする方々が、地域で安
心して生活するために何がで

3 1月30日（木）

4 2月13日（木）

関係制度・法律

平成２５年度　市民後見人養成研修（中級課程）カリキュラム

1 1月22日（水）

成年後見制度の基礎

13:00～14:30

司法書士

2 1月24日（金）

9:00～12:00

民法の基礎 弁護士

関係制度・法律



認知症の理解 【認知症の理解】
①認知症者を中心とした高齢者の状況
②認知症の医学的基礎知識、主な薬
③認知症者の特性と接するうえでの基本的態
度
④認知症者・家族への接し方
⑤認知症者が地域で安心して生活するために
できること
⑥診断書と鑑定書

13:00～14:30

関係制度・法律 高齢者施策
／高齢者虐待防止法

①地域包括支援センター
②地域支援事業
③介護保険外の福祉サービス
④高齢者の住まい政策、公的住宅

【高齢者虐待防止法】
①高齢者虐待防止法の理解と対応

　cf.親族の年金使い込みへの問題意識など

①後見業務のうえで関係して
くる高齢者施策について、そ
の理念や現状といった概要
を、成年後見制度との関わり
のなかで理解する。
②高齢者虐待の実態と問題
意識を学びとる。

さいたま市担当課職員

10:00～12:00

対象者理解 知的障害者、精神障害者の理解１ ①障害に関する医学的基礎知識
②障害者の特性
③診断書と鑑定書

知的障害・精神障害に関する
医学的知識、接するうえでの
心構えを学ぶ。

医師

13:00～14:00

成年後見制度の基礎 成年後見制度と市町村責任
成年後見制度利用支援事業

①成年後見制度と市町村の責任
　・市町村長申立
　・老人福祉法第32条
　・市町村の役割
②地域包括支援センターとの関係
③障害者生活支援センターとの関係
④成年後見制度利用支援事業の概要

市町村長申立を軸とした後見
等業務の適正実施につい
て、市町村の果たすべき役割
とその責任を学ぶ。
成年後見利用支援事業など
の事業フレームを学ぶ。

さいたま市担当課職員

10:30～1200

対象者理解 知的障害者、精神障害者の理解２ ①障害者をめぐる状況
②障害者と接するうえでの基本的態度
③家族への接し方
④障害者が地域で安心して生活するためにで
きること

支援を必要とする方々が、地
域で安心して生活するために
何ができるかを講義を通じて
考える。

障害者生活支援センター

13:00～14:00

関係制度・法律 日常生活自立支援事業 ①日常生活自立支援事業の概要・実務
②専門員・生活支援員の立場と役割
③成年後見制度との関係

日常生活自立支援事業など
の事業フレームを学ぶ。

さいたま市社協職員

14:15～14:45 閉講式

5 2月17日（月）

9:30～12:00
きるかを講義を通じて考え
る。

6 2月27日（木）

7 3月5日（水）



月日 時間 研修テーマ 科目 主たる学習内容 学習の意図・目的 講師等

10:15～10:30 開講式

10:30～12:00

関係制度 地域包括支援センターの役割 ①地域包括支援センターの概要
②実施事業の内容

関係制度の一つである地
域包括支援センターにつ
いて理解する。 地域包括支援センター

13:00～16:00

対人援助の基礎 対人援助の基礎 ①模擬面接、ペアワーク等を通じて、対人援助
のコミュニケーション技術を学ぶ
②自己覚知
③傾聴と共感

社会福祉援助技術論等の
知的蓄積などをふまえて、
対人援助の理念等に関す
る基礎的理解を養う。

学識経験者

10:00～12:00

成年後見の実務① 成年後見実務の基本視点 ①成年後見実務において心がけること 成年後見人等が倫理とし
て持つべき姿勢について
理解する。

社会福祉士

13:00～14:30

体験実習① 体験学習についての留意点 ①各体験実習についての留意点を説明 体験実習により知り得た事
実を口外しない、介護行為
は行わないことなど、実習
事前に受講生に対する諸
注意を行う。

さいたま市社協職員

3
6月中旬
～

7月中旬
2時間程度

体験実習②(半日） 生活支援員の支援業務同行 ①利用者宅への訪問に同行 ①日常生活自立支援事業
の利用者の自宅に訪問す
ることで、生活実態なども
含めた状態像を体感す
る。
②生活支援員が活動する
姿を見ることで、実践感覚
を養う。

―

4
6月中旬
～

7月中旬
10:00～17:00

体験実習③(1日） 施設実習 ①対象者への接し方等について、具体的に実
地研修する

※介護にあたる行為は行わない

①実際に施設介護等の実
際を見聞することで、介護
を必要とする方の状態像
を体感する。
②施設職員が施設利用者
に接する姿を見ることで、
実践感覚を養う。

―

- - -
レポート作成 体験実習の報告書作成 体験実習(フィールドワーク）で学んだことを、実

習ごとに報告書としてまとめる ― ―

10:00～12:00

家庭裁判所の役割 家庭裁判所の実際 ①家庭裁判所における後見担当部局の概要
　・裁判所、調査官、書記官の各役割
②家事裁判手続きについての理解

家庭裁判所による講義に
よって、身近な存在として
家庭裁判所の役割を理解
する。

家庭裁判所

13:00～15:00

体験実習④ 体験実習のまとめ ①体験実習で学んだことをグループごとに報告 グループワークを通じて、
体験実習で気付いたこと
や、後見業務を行ううえで
注意すべき点を確認し合
う。

さいたま市社協職員

10:00～12:00

成年後見の実務② 申立手続書類の作成 ①申立書を実際に作成してみることにより実務
を学ぶ
②補助・保佐の場合
　・代理行為目録（代理権の内容確認）の作成
③補助の場合
　・同意行為目録（同意権の内容確認）の作成

社会福祉士

13:00～14:30

成年後見の実務③ 財産目録の作成 ①なぜ財産目録を作成するのかの理解
②財産目録を実際に作成してみることにより実
務を学ぶ
③財産管理の実務・知識
　（就任時と終了時の手続き、財産管理の方法
と事務内容）

社会福祉士

14:45～16:15

成年後見の実務④ 後見計画・収支予定の作成 ①後見計画・収支予定表を実際に作成してみ
ることにより実務を学ぶ
②身上監護の実務・知識
　（事実行為との違い、サービス確保、医療同
意等の諸課題など）

社会福祉士

10:00～12:00

成年後見の実務⑤ 報告書の作成 ①家庭裁判所に提出する報告書を作成してみ
ることにより実務を学ぶ
②事務終了時に備え、どういう記録をとっていく
かを学ぶ。
Cf.様式化

社会福祉士

13:00～14:00
成年後見の実務⑥ 後見付与申立の実務 ①後見報酬付与の申立書を実際に作成してみ

ることにより実務を学ぶ 社会福祉士

14:15～15:45

成年後見の実務⑦ 後見事務終了時の手続き
／死後事務

①後見事務終了報告書作成
②後見の計算(財産目録作成）
③後見終了の登記申請について
④報酬付与の審判申立について
⑤財産の引き継ぎ（権利者への引き渡し）
⑥死後事務の課題

社会福祉士

8 8月7日（水）
10:00～12:00
13:00～16:00

課題演習 事例報告と検討 ①専門職後見人等から、実際の後見業務の事
例について学ぶ
②各事例を通じ、根底にある法律問題に気づく
　ex.親族や近隣からの権利侵害がある事例多
　　　問題家族の事例

③受任後の後見事務・後見計画（課題を関係
機関、社会資源にどうつなげるか）をグループ
ワークにより検討する。

①グループワークを通じ
て、各人が異なる意見を交
換するなかで、自己の価
値観を相対化し、意見をひ
とつまとめる経験知識を養
う。
②その作業を通じて、独善
によらず、成年後見人等と
しての対応を考える訓練を
おこなう。

社会福祉士

16:10～16:40
閉講式
修了証書授与

6 7月24日（水）

実務における学習の目的
は、書類作成の技術の習
得が第一義ではない。

市民後見人として、申立か
ら終了報告等までどういう
書類作成等が必要にな
り、相続人等への引き継ぎ
に際してどういう報告が必
要になってくるのかをまず
おさえることが必要であ
る。

翻って、市民後見人として
常日頃から①何に気をつ
けて、②どういった書類を
作成しておかなければい
けないかを理解する。

その理解のうえで、書類作
成等の実務やその技術面
にかかえる認識を、あらた
めておさえる。

7 7月31日（水）

5 7月17日（水）

市民後見人養成研修（専門課程）カリキュラム

1 5月30日（木）

2 6月6日（木）


